
14博物倶楽部の最新情報、パスファインダーについては
twitter「@Hakubutsu_Club」からお知らせ、また

http://www.hakubutsuclub.com/ でご覧いただけます。

図書の情報は以下の順に表記：
■著者名，発行年，『タイトル鉤括弧』出版社．[ 絶版情報（あ
れば）]
【凡例】

著：著者以外がいる場合のみ／訳：翻訳者／写真：撮影
者／絵：画家・イラストレーター／監修：監修者／編：編
集者

<MEMO>

ここにいれようか、
〇〇について知りたい人
初学者、中級者、とか。

書いた人の名前表記
[t]@kaitahito

対象者 :

作成者：

仮
フランス語の訳し方が
今のところ最長で 9 字
サブタイトルとか
入れたくならない？
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本文中に※（3pt↑サイズは変更なし）をつけておいてここへ
ひっぱっておく、注釈をつけるのはここ。

一段おとして、小さい字（AーOTF UD新丸ゴ Pr6N Lとい
うやつで9pt, 行間 14ptです。

なんだか小さい文字で言いたいとても個人的な嗜好のはなしと
かも、なんならここでやっちゃえば？とおもったりしてます。
編集後記的なものは付けない、に賛成なんだけど、一押し本
に印つけるとか、ほんのちょっと補足したいコメントいれたり、
どうでしょうかね？とりあえずテキストの最大量がこんな感じ。

※

※２

※３

Ⅰ．は基本イントロダクションだよね
　本文は行間を��pt で固定。少し広めで読みやすく、文
字種や大きさに変わらず固定しておくと編集が楽なのよ。
文字数は送り次第で固定はされない、◯◯◯◯◎◯◯◯◯
◉◯◯◯◯◎◯◯◯◯◉◯◯◯◯◎◯◯◯◯◉◯◯◯◯
◎◯◯◯◯◉◯◯◯◯◎◯◯◯◯◉◯◯◯◯◎◯◯◯◯
◉◯◯◯◯◎◯◯◯◯◉◯◯◯◯◎◯◯◯◯◉白二重丸
が５文字目、黒い方が �� 字目なので、まぁ、だいたい��
字と思ってもらってよいかと思います。�� か �字８０行、章
の終わりは空白改行いれるから数行マイナスだけど、まぁ
まぁなかなかありますね。章タイトルは、源ノ角ゴシックB
で��pt、キーワードは同M��.�pt です。
キーワード：フランス語、翻訳、文法、日本語、翻訳研
究

Ⅱ．右の１～４０は行番号、校正の時にP＋行番号で
使ったり分量の目安として存在、印刷はしない
■著者名 ，発行年 ，『タイトル鉤括弧』出版社．［絶版］
　本文は源ノ明朝Regular��.�pt、書籍については頭に
■をつけて、同じく源ノ明朝だけどHeavy にします。
��.�pt、行間 ��pt は変わりなし。出版社の後に「．」最
初から頭に■つけて.「 ，」と鉤括弧つけてこの順番で表
記してくれるとありがたいです。あ、もちろん絶版でない時
には [絶版 ]って入れないでいいんですよ。
■鷲見洋一，����，『翻訳仏文法 上・下』ちくま学芸文庫．
　本文については、段落の頭を全角スペース入れて、数
字は一桁の場合全角、二桁以上の場合は半角にしてもらえ
たらいいなぁ。括弧については、基本全角（ぜんかく）、
半角英文中の括弧は半角 (hankaku) で。英文といえば英
文風、URLをいれるときは、改行して
https://hakubutsuclub.com/?page_id=�
URLちょっと強調するので↑セミボールドにした～
のように。紙からじゃ飛べないから、このペーパーを発行し
たら、WPに発行したお知らせを入れて飛び先リンクしとい
てあげたらいいかもね。

Ⅲ．章の頭の数字は、全角数字を変換した記号と全角
のピリオドです。
　あとは右上にこのパスファインダーを書いた人のお名前
か筆名だかニックネームかハンドルネームだかなんでもいい

んだけど自分の好きなのいれたらいいよね？さらに twitter
かメールアドレスかを入れてもいい人は、入れたら～？
＠hakubutsuclub.comのアドレスならやんわり所属も示
せる感じでよくない？ないひとは言ってくれたらすぐつくる
よ。
■平子義雄，����，『翻訳の原理』大修館書店．
　さて、このPDFをお手元において、PFを作っていただ
ければよいかとおもってここまできました。後の隙間、どう
しようかなと思ったら、この際、こんな本には注意のテキス
トもここに再掲したらちょうどいいぐらいかと気がついたの
で貼っておきますねー！

Ⅳ．こんな本には注意！
　世界には、まだ答えがわからないことや、たくさんの考
え方が存在するものがあります。一方向からの意見しか書
いていなかったり、断言するような言い方をしていたりする
本は、要注意です。また、掲げられている根拠や論理展開
に飛躍や無理のあるものは避けましょう。あなたが選ぼうと
している本は、道しるべとして適切なものでしょうか？一度
立ち止まって確認してみましょう。
・キャッチーな言葉や、耳障りの良いことばかりが書かれて
いませんか？
・過激な主張、個人的な見解ばかりが書かれていませんか？
・偏った考え方だけが書かれていませんか？
・根拠がない論理や飛躍のある論理が展開されていません
か？
・その分野の専門ではない方が書いた本ではありません
か？（Webライターやブロガーは専門家ではない場合もあ
ります。）さも専門家のような書きぶり、断言するような書き
ぶり、誇張しておもしろおかしく書かれた表現がある本は
要注意です。

書いた人の名前表記タイトルのベース上から17.5mm
ヒラギノ角ゴの W8 で18pt 行間 2６pt ここ（サブタイトル？対象者？）は貂明朝、12pt です。


